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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２色効果を示す液体洗剤組成物であって、
　ａ）アニオン性、非イオン性、カチオン性の界面活性剤、及びこれらの混合物からなる
群から選択される界面活性剤を含む清浄系と、
　ｂ）３８０～７５０ｎｍの範囲の光スペクトルにおいて、吸収極小を示す、全組成物の
０．００１重量％～０．１重量％の有色干渉顔料、
及び全組成物の０．０００２重量％～０．０１重量％の染料、を含む審美系と、を含み、
　前記有色干渉顔料の色が、前記有色干渉顔料の不在下で前記染料を含む前記組成物によ
り反射される色の補色となるように選択されることを特徴とする、液体洗剤組成物。
【請求項２】
　前記染料が、３８０～４５０ｎｍの範囲に吸収極大を示し、前記有色干渉顔料が、５７
０～５９０ｎｍの範囲に吸収極小を示す、請求項１に記載の洗剤組成物。
【請求項３】
　前記染料が、４５０～４９５ｎｍの範囲に吸収極大を示し、前記有色干渉顔料が、５９
０～６２０ｎｍの範囲に吸収極小を示す、請求項１に記載の洗剤組成物。
【請求項４】
　前記染料が、４９５～５７０ｎｍの範囲に吸収極大を示し、前記有色干渉顔料が、６２
０～７５０ｎｍの範囲に吸収極小を示す、請求項１に記載の洗剤組成物。
【請求項５】
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　前記染料が、５７０～５９０ｎｍの範囲に吸収極大を示し、前記有色干渉顔料が、３８
０～４５０ｎｍの範囲に吸収極小を示す、請求項１に記載の洗剤組成物。
【請求項６】
　前記染料が、５９０～６２０ｎｍの範囲に吸収極大を示し、前記有色干渉顔料が、４５
０～４９５ｎｍの範囲に吸収極小を示す、請求項１に記載の洗剤組成物。
【請求項７】
　前記染料が、６２０～７５０ｎｍの範囲に吸収極大を示し、前記有色干渉顔料が、４９
５～５７０ｎｍの範囲に吸収極小を示す、請求項１に記載の洗剤組成物。
【請求項８】
　前記清浄系中の前記界面活性剤は、全組成物の少なくとも５重量％の量で存在する、請
求項１～７のいずれかに記載の組成物。
【請求項９】
　前記有色干渉顔料の基材をコーティングする層の厚さが６０ｎｍ超である、請求項１～
８のいずれかに記載の組成物。
【請求項１０】
　前記有色干渉顔料が、５０マイクロメートル未満のＤ０．９９粒径を有する、請求項１
～９のいずれかに記載の組成物。
【請求項１１】
　前記有色干渉顔料が、全組成物の０．０１重量％～０．０５重量％の量で存在する、請
求項１～１０のいずれかに記載の組成物。
【請求項１２】
　前記染料が、全組成物の０．０００５重量％～最高０．００５重量％の量で存在する、
請求項１～１１のいずれかに記載の組成物。
【請求項１３】
　前記液体洗剤組成物が、レオロジー変性剤及び／又は蛍光増白剤を更に含む、請求項１
～１２のいずれかに記載の組成物。
【請求項１４】
　前記液体洗剤組成物が、レオロジー変性剤を含む、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記組成物が、透明又は半透明な容器に包装される、請求項１～１４のいずれかに記載
の組成物。
【請求項１６】
　前記組成物が、カプセル化及び／又は単位化用量として包装される、請求項１～１５の
いずれかに記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、処理組成物、好ましくは、有色干渉顔料及び染料系を含む審美系を含む、２
色又は多色効果を示す液体洗剤組成物の分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、消費者は、優れた外見及び魅力的な外観を有する製品に非常に惹きつけられるた
め、組成物の審美性を改善するという観点で努力が行われてきた。液体処理組成物の調製
では、常に、組成物の審美性を通して組成物の技術的能力を伝えることが目標とされてい
る。本発明は、特に、液体洗剤組成物の審美性を改善するという目標に関する。
【０００３】
　改善された審美的外観を有する洗剤組成物は、以下の分野で既に開示されている：国際
公開第２００７／１１１８８７号（Ｐ＆Ｇ－公開日：０４／１０／２００７）は、色相付
与染料及びパールエッセンス剤を含む洗濯洗剤組成物に関する。国際公開第２００７／１
１１８９２号（Ｐ＆Ｇ－公開日：２６／０９／２００６）は、布地ケア有益剤及びパール
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エッセンス剤を含む液体洗剤組成物に関する。米国特許第５０８９１４８号（Ｕｎｉｌｅ
ｖｅｒ－公開日：１８／０２／１９９２）は、柔軟成分と、黄色着色剤を含む着色剤系と
を含む液体布地コンディショニング組成物について記載している。国際公開第０４／００
３１２５号（Ｒｅｃｋｉｔｔ　Ｂｅｎｃｋｉｓｅｒ－公開日：０８／０１／２００４）は
、第１の色を有するゲル洗剤組成物と、第２の色を有する一次粒子について記載しており
、組成物の少なくとも一部が第３の色を有するように、ゲルにより放出される放射が、一
次粒子により放出される放射と相互作用する。
【０００４】
　しかし、液体清浄用途における審美剤、特に顔料の使用に関する問題は、処理される表
面上に剤が沈着しやすいことである。布地、特に暗色の布地上で、かかる沈着物又は残留
物は肉眼で視認できる。その上、本質的に、それらは光できらめき易いので、目立ちやす
い。更に、かかる沈着物は、消費者に表面が汚れていると認識させるため、訴求力がない
。
【０００５】
　それ故、技術が進歩しているにもかかわらず、審美剤を安定に懸濁させ、かつ処理され
る表面上に沈着物又は残留物が出現するのを防ぐ、審美剤を含有する組成物を製剤する試
みが依然として行われている。
【０００６】
　本発明は、種々の色及び優れた光学効果を生じさせ得る成分を含む液体洗剤組成物に関
する。この改善された審美系は、液体組成物に有色干渉顔料を組み込み、懸濁させること
により得られる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、本発明の主な利点は、２又は多色調の光学／色彩効果を示す液体又はゲル
洗剤を製剤して、消費者にとって魅力のある審美性をもたらすことである。
【０００８】
　本発明の別の利点は、審美性を著しく改善するが、洗浄された表面上に許容できない残
留物を残さない、低濃度の有色干渉顔料を含有する組成物を提供することである。
【０００９】
　したがって、成分が低濃度であるため、本発明は、本発明に係る組成物で処理された布
地の布地安全性を改善するという利点を有する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明によれば、少なくとも２色効果を示す液体洗剤組成物であって、
　１）界面活性剤及び洗濯助剤を含む清浄系と、
　２）
　　ｉ．３８０～７５０ｎｍの範囲の光スペクトルにおいて、吸収極小を示す有色干渉顔
料、
　　ｉｉ．及び染料系、を含む審美系と、を含み、
　有色干渉顔料の色が、有色干渉顔料の不在下で染料を含む組成物により反射される色の
補色となるように選択される、液体洗剤組成物が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】補色の定義を示す色相図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　洗剤組成物
　本発明の液体組成物は、洗濯、又は硬質表面清浄処理組成物等の他の表面清浄処理組成
物として使用するのに好適である。好ましくは、本発明の液体組成物は、洗濯処理組成物
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として使用するのに適している。
【００１３】
　用語、洗濯処理組成物とは、清浄及び柔軟化又はコンディショニング組成物を包含する
、洗濯処理に使用される全ての液体組成物を含むことを意味する。用語、硬質表面処理組
成物は、台所又は浴室の表面のような硬質表面、並びに手洗い又は自動食器洗い作業にお
ける皿及び調理器具等の処理に使用される全ての液体組成物を含むことを意味する。
【００１４】
　好ましい実施形態では、本発明の組成物は、洗剤液体組成物、より好ましくは液体洗濯
洗剤組成物である。
【００１５】
　本明細書に記載される組成物は、ゲル及びペースト形態を含む液体組成物として製剤さ
れる。組成物は、好ましくは構造化組成物である。構造化組成物とは、本明細書では、組
成物が、内的に界面活性剤により構造化される、又は外的に増粘剤又は構造剤により構造
化されることを意味する。典型的には、組成物は、流動可能な液体、ゲル、又はペースト
の物理的形態を有する流体である。
【００１６】
　組成物は、必須ではないが好ましくは水性組成物として製剤される。組成物が水性の場
合、それらは２％～９０％の水、より好ましくは２０％～８０％の水、最も好ましくは２
５％～６５％の水を含み得る。非水性組成物は、２０％未満の水、好ましくは１２％未満
の水、最も好ましくは９．５％未満の水を含む。
【００１７】
　組成物をポリビニルアルコールフィルム及びその誘導体等の水溶性フィルムに包装した
とき、組成物は、好ましくは２％～１５％の水、より好ましくは２％～１０％の水、最も
好ましくは４％～９％の水を含む。
【００１８】
　本発明の組成物は、濃度の低い液体、瓶から絞り出すことができる注入可能な増粘液体
又は硬いゲルであってもよく、またニュートン又は非ニュートンレオロジー挙動を示し得
る。
【００１９】
　本発明の組成物は、２１℃で測定したとき、２０ｓ－１で、好ましくは、１～１０００
０ｍＰａ＊ｓ、より好ましくは１００～７０００ｍＰａ＊ｓ、最も好ましくは２００～５
０００ｍＰａ＊ｓの粘度を有する。
【００２０】
　粘度は、従来の方法で測定できる。しかし、本発明による粘度は、直径４０ｍｍ及び間
隙サイズ５００μｍで、平板の鋼製スピンドルを用いるＴＡ　ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ製
のＡＲ５５０レオメーターを使用して測定される。２０ｓ－１における高剪断粘度及び０
．０５ｓ－１における低剪断粘度は、２１℃において３分間の０．１ｓ－１～２５ｓ－１

の対数剪断速度曲線から得ることができる。ここに述べる好ましいレオロジーは、内部に
存在する洗剤成分による構造化を用いて又は外的レオロジー変性剤を用いることにより得
ることができる。
【００２１】
　本発明によれば、液体洗剤組成物は、２１℃において、０．０５ｓ－１で、好ましくは
２０００ｍＰａ＊ｓ超、より好ましくは５０００ｍＰａｓ＊ｓ超、更により好ましくは１
００００ｍＰａ＊ｓ超の低剪断粘度を有して、有色干渉顔料が安定に懸濁した状態を維持
する。
【００２２】
　本発明によれば、液体洗剤組成物は、洗濯助剤としてレオロジー変性剤を含むことが好
ましく、その洗濯助剤は界面活性剤系の一部ではなく、組成物が２１において、０．０５
ｓ－１で５０００ｍＰａ＊ｓ超の低剪断粘度を有するように、組成物にずり減粘特性を付
与する。レオロジー変性剤は、減粘剤を除く構造剤又は増粘剤である。
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【００２３】
　本発明による組成物は、好ましくは０．１Ｐａ～５Ｐａ、より好ましくは０．３～１．
２Ｐａの範囲の降伏値を示す。
【００２４】
　組成物（有色干渉顔料を添加する前）は、好ましくは、ネフェロ型の濁度計で測定され
た場合、５～３　０００　ＮＴＵの絶対濁度を有する。本発明による濁度は、ＭｃＶａｎ
　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ，Ａｕｓｔｒａｌｉａ製のプローブＮＥＰ２６０を備えるＡｎ
ａｌｙｔｅ　ＮＥＰ１６０を使用して測定される。
【００２５】
　好ましくは、組成物は、光学的に明澄である、即ち、有色干渉顔料を添加する前、透明
又は半透明である。
【００２６】
　本発明の組成物は、脱塩水中１重量％の濃度になるように液体に溶解させることによっ
て測定されるとき、好ましくは３～１０のｐＨを有し、より好ましくは５～９、更により
好ましくは６～９、最も好ましくは７．１～８．５のｐＨを有する。より好ましい実施形
態では、組成物のｐＨは、７超、好ましくは７．５超である。
【００２７】
　審美系
　本発明による組成物は、組成物が少なくとも２色効果、好ましくは多色効果を示すのを
助ける審美系を含む。審美系は、第１の必須要素として有色干渉顔料を含み、第２の必須
要素として染料系を含む。より具体的には、審美系は、有色干渉顔料と、有色干渉顔料の
補色を示す染料系との組み合わせで作製される。
【００２８】
　したがって、本発明によれば、有色干渉顔料の色は、有色干渉顔料の不在下で染料を含
む組成物により反射される色の補色であるように選択されることが重要である。
【００２９】
　補色とは、本明細書では、図１に示すような色相図の任意の所定の色の反対側に存在す
る色を意味する。例えば、図１では、赤色は、緑色の補色である。２つの色の差は非常に
顕著であり、それぞれの色が目立って見える。
【００３０】
　実際、これら捕色は、有色干渉顔料と、液体洗剤の背景色との間に存在するコントラス
トを上げる。したがって、２つの色の間の差が非常に顕著になり、それぞれの色が目立っ
て見えるようになる。この組成物は、消費者に対して優れたかつ改善された光学効果を生
じさせると共に、洗剤製剤中に有色干渉顔料を低濃度で用いることを可能にする。
【００３１】
　本明細書において知覚される色は、例えば、平均的な日光を表すＣＩＥ標準光源Ａ又は
Ｄ６５等の通常条件下で知覚される。
【００３２】
　有色干渉顔料
　「有色干渉顔料」とは、本明細書では、表面を見る角度によって色相が変化する光学現
象である、玉虫色を示す顔料を意味する。本発明による有色干渉顔料は、粘土等の一般的
な不溶性鉱物とは異なり、液体洗剤組成物に優れた玉虫色審美性を付与し、干渉効果の明
白な証拠をもたらす。
【００３３】
　本質的な特徴として、有色干渉顔料は、光スペクトルの３８０～７５０ｎｍ（可視）の
範囲に吸収極小を示す。対照的に、パールエッセンス顔料は、可視光スペクトルにおいて
平坦な波長応答を有する。結果として、有色干渉顔料は、可視スペクトルの特定の波長に
おいて光を再放出するが、パールエッセンス顔料は、特定の色なしに「銀～白色」の光を
再放出する。
【００３４】
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　したがって、本発明によれば、組成物中に存在する有色干渉顔料は、光スペクトルの３
８０～７５０ｎｍ（可視）の範囲において１以上の吸収極小を示す。
【００３５】
　有色干渉顔料は、５７０～５９０ｎｍの範囲に（紫色）１つの吸収極小を示す有色干渉
顔料；５９０～６２０ｎｍの範囲に（青色）少なくとも１つの吸収極小を示す有色干渉顔
料；６２０～７５０ｎｍの範囲に（緑色）少なくとも１つの吸収極小を示す有色干渉顔料
；３８０～４５０ｎｍの範囲に（黄色）少なくとも１つの吸収極小を示す有色干渉顔料；
４５０～４９５ｎｍの範囲に（橙色）少なくとも１つの吸収極小を示す有色干渉顔料；４
９５～５７０ｎｍの範囲に（赤色）少なくとも１つの吸収極小を示す有色干渉顔料、又は
これらの混合物からなる干渉顔料の群から選択することができるが、これらに限定されな
い。
【００３６】
　本発明の有色干渉顔料は、結晶質又はガラス質固体であり、所望の玉虫色効果を生じさ
せる光を反射及び屈折させることができる透明又は半透明な化合物である。本発明の有色
干渉顔料は、水性及び非水性洗剤組成物に不溶性である。
【００３７】
　本発明の目的のためには、有色干渉顔料は、異なる屈折率を有する制御された厚さの２
つ以上の層を有する粒子として定義される。有色干渉顔料は、薄い板状であり得る粒子の
異なる層からの、典型的には２つの、しかし場合によっては更に多くの光の反射の干渉に
より、特徴的な反射色を生じさせる。本発明の組成物に好適な有色干渉顔料の非限定的な
例は、二酸化チタン、シリカ、酸化スズ、酸化鉄、ルチル、二酸化クロム、酸化アルミニ
ウム、酸化ジルコニウム、オキシ塩化ビスマス、及びこれらの混合物のフィルムと共に層
化された、天然又は合成雲母、ホウケイ酸ガラス、シリカ、オキシ塩化ビスマス、光沢材
（ポリエステル又は金属）及びこれらの混合物を含む基材粒子であって、この層の厚さが
６０ｎｍ～約３００ｎｍである、ベース基材粒子を含む。より好ましくは、有色干渉顔料
は、二酸化チタンでコーティングされた雲母である。
【００３８】
　この層は、染料を含有してもよい。特定の実施形態の場合では、染料は、洗剤組成物に
放出され得ない。
【００３９】
　基材をコーティングする層の厚さは、本発明による有色干渉顔料において６０ｎｍ超で
ある。有色干渉顔料は、「銀～白色」視覚効果のみを示す一般的に知られているパールエ
ッセンス顔料とは異なる、その理由は、この「銀～白色」視覚効果が、パールエッセンス
顔料のＴｉＯ２層の厚さが薄い（６０ｎｍ未満）ことに起因するためである。
【００４０】
　理論に縛られるものではないが、出願人は、各顔料の単一反射の特徴が、光干渉により
引き起こされる光学効果であると考える。それ故、金属酸化物層の厚さを制御することを
通して、虹の全ての色を得ることができる。
【００４１】
　更に、基剤としての雲母に、異なる粒径を用いることにより、有色干渉顔料は、異なる
艶効果（絹のような、真珠のような、きらきら輝く、光輝く）を示すことができる。
【００４２】
　好ましくは、被覆雲母有色干渉顔料は、金色を示すことを考慮して、６０～８０ｎｍを
含む厚さを有するＴｉＯ２層；赤色を示すことを考慮して、８０～１００ｎｍを含む厚さ
を有するＴｉＯ２層；青色を示すことを考慮して、１００～１４０ｎｍを含む厚さを有す
るＴｉＯ２層；及び緑色をを示すことを考慮して、１２０～１６０ｎｍを含む厚さを有す
るＴｉＯ２層を有する。
【００４３】
　好適な市販の有色干渉顔料は、ＢＡＳＦから商品名Ｌｕｍｉｎａ　Ｇｏｌｄ、Ｌｕｍｉ
ｎａ　Ｔｕｒｑｕｏｉｓｅ、Ｌｕｍｉｎａ　Ｇｒｅｅｎ、Ｌｕｍｉｎａ　Ｒｅｄ、Ｌｕｍ



(7) JP 5653923 B2 2015.1.14

10

20

30

40

50

ｉｎａ　Ｒｅｄ　Ｂｌｕｅ、Ｌｕｍｉｎａ　Ａｑｕａ　Ｂｌｕｅ、Ｒｕｔｉｌｅ　Ｆｉｎ
ｅ　Ｌｉｌａｓ、Ｍｅａｒｌｉｎ　Ｄｙｎａｃｏｌｏｒ　Ｇｒｅｅｎ　Ｂｌｕｅ、Ｍｅａ
ｒｌｉｎ　Ｄｙｎａｃｏｌｏｒ　Ｂｌｕｅ　Ｇｒｅｅｎ、Ｍｅａｒｌｉｎ　Ｄｙｎａｃｏ
ｌｏｒ　Ｇｒｅｅｎ、Ｅｘｔｅｒｉｏｒ　Ｒｅｄ、ｅｘｔｅｒｉｏｒ　Ｂｌｕｅ、ｅｘｔ
ｅｒｉｏｒ　Ｇｏｌｄとして入手可能である。
【００４４】
　他の市販の有色干渉顔料は、Ｍｅｒｃｋから商品名Ｔｉｍｉｒｏｎ　Ｓｕｐｅｒ　Ｂｌ
ｕｅ、Ｔｉｍｉｒｏｎ　Ｇｏｌｄ　Ｐｌｕｓ、Ｉｒｉｏｄｉｎ　Ｒｕｔｉｌｅ　Ｆｉｎｅ
　Ｒｅｄ、Ｉｒｉｏｄｉｎ　Ｒｕｔｉｌｅ　Ｆｉｎｅ　Ｌｉｌａｃ、Ｉｒｉｏｄｉｎ　Ｒ
ｕｔｉｌｅ　Ｆｉｎｅ　Ｇｒｅｅｎ、Ｉｒｉｏｄｉｎ　Ｒｕｔｉｌｅ　Ｆｉｎｅ　Ｂｌｕ
ｅ、ｉｒｉｏｄｉｎ　Ｒｕｔｉｌｅ　Ｆｉｎｅ　Ｇｏｌｄ、及びＩｒｉｏｄｉｎ　Ｒｕｔ
ｉｌｅ　Ｒｅｄ　Ｐｅａｒｌとして入手可能である。
【００４５】
　粒径は、その球形の最大直径で測定される。板状粒子は、粒子の２つの寸法（長さと幅
）が３番目の寸法（奥行き又は厚さ）の少なくとも５倍であるようなものである。立方体
状晶、針状晶、又は他の結晶形状のような別の結晶形状は、パールエッセンス効果を示さ
ない。雲母等の多くの有色干渉顔料は、単斜晶を有する天然鉱物である。形状は、その剤
の安定性に影響すると思われる。球形状の剤、更により好ましくは、板状の剤が最もうま
く安定化される。
【００４６】
　好ましい実施形態では、有色干渉顔料は、５０μｍ未満のＤ０．９９（時にＤ９９と呼
ばれる）体積粒径を有する。最も好ましくは、有色干渉顔料は、０．１μｍ～５０μｍ、
より好ましくは０．５μｍ～２５μｍ、最も好ましくは１μｍ～２０μｍの粒径分布を有
する。Ｄ０．９９は、粒径分布に関する粒径の尺度であり、この場合には、粒子の９９％
が５０μｍ未満の体積粒径を有することを意味する。
【００４７】
　体積粒径及び粒径分布は、Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　Ｌｔｄ．から入
手可能なＨｙｄｒｏ　２０００Ｇ装置を用いて測定される。粒径は、顔料の安定性をもた
らす役割を有している。粒径及び粒径分布が小さいほど、より懸濁され易い。しかし、有
色干渉顔料の粒径が小さいほど、顔料の効果も小さくなる。
【００４８】
　特定の実施形態では、本発明の液体組成物は、全組成物の０．１重量％未満の有色干渉
顔料を含む。好ましくは、本発明の液体組成物は、全組成物の０．０００１重量％～０．
５重量％、好ましくは０．００１重量％～最高０．１重量％、最も好ましくは０．０１重
量％～最高０．０５重量％の有色干渉顔料を含む。
【００４９】
　本発明の好ましい実施形態では、有色干渉顔料は、組成物全体にわたって均一に分布し
、組成物は、有色干渉顔料を安定に懸濁させるのに十分な量の界面活性剤及び／又はレオ
ロジー変性剤を含む。
【００５０】
　染料系
　審美系は、第２の必須要素として染料系を含む。より具体的には、染料系は特に、有色
干渉顔料の補色を示すという観点で選択される。
【００５１】
　好ましくは、染料系は、１種又は数種の非蛍光染料を含む。染料系は、１種以上の水及
び／又は油及び／又は界面活性剤可溶性染料を含む。２種の染料、特に２種の青色染料、
又は青色染料と紫色染料とを混合することにより、種々の色合いを得ることができる。染
料系は、非染色染料のみを含んでもよく、又は非色相付与染料／非染色染料と色相付与染
料との混合物を含んでもよい。本発明の染料系で用いられる染料は、次亜塩素酸塩で漂白
可能であり得る。好ましい実施形態では、染料系は、フタロシアニン染料を含まない。
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【００５２】
　本明細書において使用するのに好適な染料は、Ｋｉｒｋ　Ｏｔｈｍｅｒ　Ｅｎｃｙｃｌ
ｏｐａｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｆｉｆｔｈ　Ｅｄｉ
ｔｉｏｎ，Ｖｏｌｕｍｅ　９，Ｗｉｌｅｙ，２００５の２３８～４３０ページに開示され
ている。染料としては、アゾ染料、アントラキノン染料、ベンゾフラノン染料、キノイド
系により結合されている１つ以上のカルボニル基を含む多環式芳香族カルボニル染料、イ
ンジゴイド染料、ポリメチン及び関連染料、スチリル染料、ジ－及びトリ－アリールカル
ボニウム及び関連染料、例えば、ジフェニルメタン、メチレンブルー、オキサジン及びキ
サンテン型が挙げられ、また、例えば、ジ－及びトリスルホン化型を含むフタロシアニン
、キノフタロン、硫黄染料及びニトロ染料も有用である。
【００５３】
　非常に好ましい染料としては、時に非染色染料と呼ばれる、布地に対する堅牢度の低い
染料が挙げられる。これらは、高い審美効果を有するが、洗濯された布地を変色させない
。かかる染料は、ＰＥＧ部分等の溶解度向上部分を含むことが多く、これらは種々の特許
出願に記載されている。例えば、米国特許第６　４１７　１５５号及び国際公開第２００
７／０８７２５２号を参照。
【００５４】
　別の部類の好ましい染料としては、布地に対して青み付け効果を有する染料が挙げられ
る。これらの染料は、より一般的には、洗濯洗剤の分野で「色相付与」又は「布地色付け
」染料と呼ばれる。
【００５５】
　本明細書において有用な染料は、更に、国際公開第２００６／０４５３７５　ａ１号、
同第２００６／０１７５７０　Ａ１号、同第２００７／００６３５７　Ａ１号、同第２０
０６／０３２３２７　Ａ１号、同第２００７／０９６０６８　Ａ１号、同第２００７／０
９６０６６　Ａ１号、同第２００８／０６５０２８　Ａ１号、同第２００８／０６４９７
８　Ａ１号、及び同第２００８／０６４９７７　Ａ１号（Ｕｎｉｌｅｖｅｒ）に記載され
ているものを含み得る。他の低染色染料は、米国特許第４　１４４　０２４号、同第４　
１１０　２３８号、同第３　９５８　９２８号、及び同第４　０７７　９１１号に開示さ
れている。染料系で更に用いることができる青色染料の好適な混合物としては、米国特許
第３　７５５　２０１号の染料が挙げられる。好適なチアゾリウム染料は、国際公開第２
００７／０８４７２９号（Ｐ＆Ｇ）に記載されている。米国特許出願公開第２００６－０
１８３６５８号（Ｐ＆Ｇ）及び同第２００５－０２８８２０６号における他の色相付与染
料は、特定の色相付与効果を有する。好適なトリフェニルメタン青色及び紫色ベース染料
は、米国特許出願公開第２００５－０２８８２０７号（Ｐ＆Ｇ）及び米国特許第４　５２
６　７０１号に記載されている。
【００５６】
　上述の有色干渉顔料とは対照的に、染料は、水及び／又は油及び／又は有機溶媒及び／
又は液体洗剤に対して溶解性を示す。染料の構造は、基本的に溶解性を可能にする。誤解
を避けるために、本明細書における染料は、干渉効果を示さず、本明細書で使用するのに
好適な染料は、非常に溶けにくい（例えば、染料を分散させる）から非常に水に溶けやす
いまで広範囲の溶解度を有し得る。
【００５７】
　別の用語では、染料は、機能的に、酸性、塩基性、反応性、分散性、直接、バット、硫
黄、又は溶媒染料として定義することができる。本発明の目的には、直接染料、酸性染料
、及び反応性染料が好適であり、直接染料が最も好適である。直接染料は水溶性染料のグ
ループであり、恐らく選択的吸着により、電解質を含有する水溶液から繊維によって直接
的に取り込まれる。カラーインデックスシステムでは、直接染料は様々な平面的で、高度
に共役した分子構造を指し、１つ以上のアニオン性スルホネート基を含有する。酸性染料
は水溶性アニオン性染料のグループであり、酸性溶液から適用される。反応性染料は、天
然繊維又は合成繊維の分子の特定部分と共有結合を形成することが可能な反応性基を含有
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する染料のグループである。化学的構造の観点から、本明細書において有用で好適な布地
直接染料は、アゾ化合物、スチルベン、オキサジン及びフタロシアニンであってよい。本
明細書に用いられる好適な布地直接染料は、カラーインデックス中に直接紫色染料、直接
青色染料、酸性紫色染料及び酸性青色染料として列記されるものを含む。
【００５８】
　特定の実施形態では、本発明の液体組成物は、全組成物の０．０００１重量％～０．１
重量％、好ましくは０．０００２重量％～０．０１重量％、より好ましくは０．０００５
重量％～０．００５重量％の染料系を含む。
【００５９】
　本発明の好ましい実施形態では、有色干渉顔料の重量％は、組成物中に存在する染料系
の重量％を超える。
【００６０】
　本発明による組成物は、組成物が少なくとも２色効果、即ち、２色又は多色効果を示す
のを助ける審美系を含む。したがって、本発明によれば、有色干渉顔料の色は、有色干渉
顔料の不在下で染料を含む組成物により反射される色の補色であるように選択されること
が重要である。
【００６１】
　この組成物は、主に有色干渉顔料と液体洗剤の背景色との間に存在するコントラストを
上げることにより、消費者に対して優れたかつ改善された光学効果を生じさせる。この組
み合わせにより、洗剤製剤で低濃度の染料を用いることが可能になる。
【００６２】
　したがって、本発明の１つの態様によれば、組成物は、紫色有色干渉顔料を含有する黄
色液体洗剤であってもよい。この補色の組み合わせは、６２０～７５０ｎｍ又は３８０～
４９５ｎｍの範囲、好ましくは６８５～７５０ｎｍ又は３８０～４７２ｎｍの範囲、より
好ましくは３８０～４５０ｎｍの範囲に吸収極大を示し、かつ５７０～５９０ｎｍの範囲
に吸収極小を示す有色干渉顔料も含有する染料系を含む液体洗剤の結果である。
【００６３】
　本発明の別の態様によれば、組成物は、青色有色干渉顔料を含有する橙色液体洗剤であ
ってもよい。この補色の組み合わせは、３８０～５７０ｎｍの範囲、好ましくは４１５～
５３２ｎｍの範囲、より好ましくは４５０～４９５ｎｍの範囲に吸収極大を示し、かつ５
９０～６２０ｎｍの範囲に吸収極小を示す有色干渉顔料も含有する染料系を含む液体洗剤
の結果である。
【００６４】
　また、本発明の別の態様によれば、組成物は、緑色有色干渉顔料を含有する赤色液体洗
剤であってもよい。この補色の組み合わせは、４５０～５９０ｎｍの範囲、好ましくは４
７２～５８０ｎｍの範囲、より好ましくは４９５～５７０ｎｍの範囲に吸収極大を示し、
かつ６２０～７５０ｎｍの範囲に吸収極小を示す有色干渉顔料も含有する染料系を含む液
体洗剤の結果である。
【００６５】
　更に、更なる態様によれば、組成物は、黄色有色干渉顔料を含有する紫色液体洗剤であ
ってもよい。この補色の組み合わせは、４９５～６２０ｎｍの範囲、好ましくは５３２～
６０５ｎｍの範囲、より好ましくは５７０～５９０ｎｍの範囲に吸収極大を示し、かつ３
８０～４５０ｎｍの範囲に吸収極小を示す有色干渉顔料も含有する染料系を含む液体洗剤
の結果である。
【００６６】
　別の更なる態様によれば、組成物は、橙色有色干渉顔料を含有する青色液体洗剤であっ
てもよい。この補色の組み合わせは、５７０～７５０ｎｍの範囲、好ましくは５８０～６
８５ｎｍの範囲、より好ましくは５９０～６２０ｎｍの範囲に吸収極大を示し、かつ４５
０～４９５ｎｍの範囲に吸収極小を示す有色干渉顔料も含有する染料系を含む液体洗剤の
結果である。
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【００６７】
　更なる態様によれば、組成物は、赤色有色干渉顔料を含有する緑色液体洗剤であっても
よい。この補色の組み合わせは、５９０～７５０ｎｍ又は３８０～４５０ｎｍの範囲、好
ましくは６０５～７５０ｎｍ又は３８０～４１５ｎｍの範囲、より好ましくは６２０～７
５０ｎｍの範囲に吸収極大を示し、かつ４９５～５７０ｎｍの範囲に吸収極小を示す有色
干渉顔料も含有する染料系を含む液体洗剤の結果である。
【００６８】
　例えば、混合物の形態の本発明の審美系、即ち、有色干渉顔料及び染料は、一般的に、
可視スペクトルに１超の吸収帯を示し得る。かかる状況では、本発明の組成物の効果は、
吸収波長のエネルギー分布の重心を使用することにより等しく達成され得る。例えば、Ｋ
ｉｒｋ－Ｏｔｈｍｅｒ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　ｃｈｅｍｉｃａｌ　ｔｅｃｈ
ｎｏｌｏｇｙ，ｖｏｌ．７，ｐａｇｅｓ　３０３～３４１（２００４），Ｊ．Ｗｉｌｙ　
＆　Ｓｅｎｓを参照。
【００６９】
　清浄系
　本発明による組成物は、清浄系を含有する。清浄系は、界面活性剤を含む。清浄系は、
布地を洗濯するのに十分な界面活性剤を必要とする、即ち、界面活性剤が低濃度で乳化剤
として用いられることがある化粧品等の組成物とは異なる。
【００７０】
　本発明の組成物は、典型的には、約５重量％～約８０重量％の界面活性剤を含む。好ま
しくは、かかる組成物は、約７重量％～約５０重量％の界面活性剤を含む。より好ましく
は、かかる組成物は、約１０重量％～約４０重量％の界面活性剤を含む。
【００７１】
　好ましい界面活性剤系は、アニオン性及び非イオン性界面活性剤の混合物を含み、アニ
オン性及び非イオン性の重量比は、好ましくは１超である。
【００７２】
　界面活性剤
　使用される洗浄性界面活性剤は、アニオン性、非イオン性、双極性イオン、両性、若し
くはカチオン性の種類のものであってもよく、又はこれらの種類の界面活性剤の相容性混
合物を含んでもよい。より好ましくは、界面活性剤は、アニオン性、非イオン性、カチオ
ン性の界面活性剤、及びこれらの混合物からなる群から選択される。好ましくは、組成物
は、ベタイン界面活性剤を実質的に含まない。
【００７３】
　本明細書で有用な洗浄性界面活性剤は、米国特許第３，６６４，９６１号（Ｎｏｒｒｉ
ｓ、１９７２年５月２３日発行）、同第３，９１９，６７８号（Ｌａｕｇｈｌｉｎ　ｅｔ
　ａｌ、１９７５年１２月３０日発行）、同第４，２２２，９０５号（Ｃｏｃｋｒｅｌｌ
、１９８０年９月１６日発行）、及び同第４，２３９，６５９号（Ｍｕｒｐｈｙ、１９８
０年１２月１６日発行）に記載されている。アニオン性及び非イオン性の界面活性剤が好
ましい。
【００７４】
　有用なアニオン性界面活性剤は、それら自体が、幾つか異なる種類の界面活性剤であっ
てもよい。例えば、高級脂肪酸の水溶性塩、即ち「石鹸」は、本明細書の組成物において
有用なアニオン性界面活性剤である。これには、約８～約２４個の炭素原子、及び好まし
くは約１２～約１８個の炭素原子を含有する高級脂肪酸のナトリウム、カリウム、アンモ
ニウム、及びアルキルアンモニウム塩のようなアルカリ金属石鹸、が挙げられる。石鹸は
、脂肪及び油の直接鹸化によって、又は遊離脂肪酸の中和によって製造することができる
。特に有用であるのは、ココヤシ油及び獣脂から誘導される脂肪酸の混合物のナトリウム
塩及びカリウム塩、即ち、ナトリウム又はカリウム獣脂及びココヤシ石鹸である。
【００７５】
　本明細書に用いるのに好適な、石鹸以外の更なるアニオン性界面活性剤としては、その
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分子構造内に約１０～約２０個の炭素原子を含有するアルキル基とスルホン酸又は硫酸エ
ステル基とを有する有機イオウ反応生成物の、水溶性塩類、好ましくはアルカリ金属及び
アンモニウム塩が挙げられる。（用語「アルキル」には、アシル基のアルキル部分が含ま
れる）この群の合成界面活性剤の例は、ａ）アルキル硫酸ナトリウム、アルキル硫酸カリ
ウム、及びアルキル硫酸アンモニウム、特に、獣脂又はココヤシ油のグリセリドの還元に
よって生成されるもののような高級アルコール（Ｃ８～Ｃ１８炭素原子）の硫酸化によっ
て得られるもの、ｂ）アルキルポリエトキシレート硫酸ナトリウム、アルキルポリエトキ
シレート硫酸カリウム、及びアルキルポリエトキシレート硫酸アンモニウム、特に、アル
キル基が１０～２２個、好ましくは１２～１８個の炭素原子を含有し、ポリエトキシレー
ト鎖が１～１５個、好ましくは１～６個のエトキシレート部分を含有するもの、並びに、
ｃ）アルキル基が直鎖又は分枝鎖構造中に約９～約１５個の炭素原子を含有する、アルキ
ルベンゼンスルホン酸ナトリウム及びアルキルベンゼンスルホン酸カリウム、例えば、米
国特許第２，２２０，０９９号及び同第２，４７７，３８３号に記載の種類のものである
。とりわけ価値があるのは、アルキル基の平均炭素原子数が約１１～１３個である、Ｃ１

１～Ｃ１３　ＬＡＳと略される、直鎖アルキルベンゼンスルホネートである。
【００７６】
　好ましい非イオン性界面活性剤は、式Ｒ１（ＯＣ２Ｈ４）ｎＯＨのものであり、式中、
Ｒ１は、Ｃ１０～Ｃ１６アルキル基又はＣ８～Ｃ１２アルキルフェニル基であり、ｎは３
～約８０である。特に好ましいのは、Ｃ１２～Ｃ１５アルコールと、アルコール１モル当
たり約５～約２０モルのエチレンオキシドとの縮合生成物であり、例えば、Ｃ１２～Ｃ１

３アルコールをアルコール１モル当たり約６．５モルのエチレンオキシドで縮合したもの
である。
【００７７】
　洗濯助剤
　好ましくは、本発明による組成物は、１種又は数種の洗濯助剤を更に含有する。
【００７８】
　洗濯助剤とは、本明細書では、レオロジー変性剤、布地ケア有益剤、洗浄性酵素、沈着
助剤、ビルダー、漂白系等の、典型的に洗濯洗剤組成物中の全ての成分を意味する。
【００７９】
　したがって、本発明の液体組成物は、以下に記載の任意成分の一覧から選択されるその
他の成分を含んでもよい。本明細書の以下において特に指示しない限り、特定の洗濯助剤
の「有効な量」は、洗剤組成物の、好ましくは０．０１重量％から、より好ましくは０．
１重量％から、更により好ましくは１重量％から、２０重量％まで、より好ましくは１５
重量％まで、更により好ましくは１０重量％まで、更により好ましくは７重量％まで、最
も好ましくは５重量％までである。
【００８０】
　好ましくは、本発明の組成物は、レオロジー変性剤、蛍光増白剤、ビルダー、転染阻害
剤、布地ケア有益剤、洗浄性酵素、キレート剤、沈着助剤、ポリアクリレートポリマー、
分散剤、香料、漂白添加物、漂白活性化剤、漂白触媒、溶媒、酵素阻害剤、汚れ放出ポリ
マー及びこれらの混合物からなる群から選択される洗濯助剤を含む。
【００８１】
　より好ましくは、本発明の組成物は、レオロジー変性剤、蛍光増白剤、布地ケア有益剤
、洗浄性酵素、沈着助剤、又はこれらの混合物からなる群から選択される洗濯助剤を含む
。
【００８２】
　更により好ましくは、本発明の組成物は、洗濯助剤としてレオロジー変性剤を含む。
【００８３】
　レオロジー変性剤
　本発明の好ましい実施形態では、組成物は、非常に好ましい洗濯助剤としてレオロジー
変性剤を含む。レオロジー変性剤は、減粘剤を除く構造剤又は増粘剤である。レオロジー
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変性剤は、非ポリマー結晶性のヒドロキシ官能性材料、ポリマーレオロジー変性剤からな
る群から選択され、組成物の水性液体マトリックスにずり減粘特性を付与する。かかるレ
オロジー変性剤は、好ましくは、水性液体組成物に、２１℃において、２０ｓ－１で、１
～１００００ｍＰａ＊ｓの高剪断粘度、及び２０００ｍＰａ＊ｓ超の低剪断粘度（２１℃
において、０．０５ｓ－１）を付与するものである。本発明による粘度は、直径４０ｍｍ
及び間隙サイズ５００μｍで、平板の鋼製スピンドルを用いるＴＡ　ｉｎｓｔｒｕｍｅｎ
ｔｓ製のＡＲ　５５０レオメーターを使用して測定される。２０ｓ－１での高剪断粘度、
及び０．５ｓ－１での低剪断粘度は、２１℃において３分間の０．１ｓ－１～２５ｓ－１

の対数剪断速度曲線から得ることができる。結晶性、ヒドロキシ官能性材料はレオロジー
変性剤であり、それはマトリックス中のその場での結晶化により組成物のマトリックスの
全体にわたって糸状構造系を形成する。ポリマーレオロジー変性剤は、好ましくはポリア
クリレート、ポリマーゴム、その他の非ゴム多糖類、及びこれらのポリマー材料の組み合
わせから選択される。そのようなレオロジー変性剤を本明細書の組成物に添加する総合的
な目的は、製品の厚さ、製品の注入可能性、製品の光学的特性、及び／又は粒子の懸濁性
能の観点から、適切に機能的であり、審美的に満足できる液体組成物に到達することであ
る。こうしてレオロジー変性剤は、一般的に液体製品の適切なレオロジー特性を確立する
のに役立ち、不適格な光学的特性又は望ましくない相分離などのような製品に対する望ま
しくないあらゆる属性を付与すること無しに役立つ。一般的にレオロジー変性剤は、本明
細書の組成物の、０．０１重量％～１重量％、好ましくは０．０５重量％～０．７５重量
％、より好ましくは０．１重量％～０．５重量％含まれる。
【００８４】
　本明細書の組成物のレオロジー変性剤成分は、「外的」又は「内的」レオロジー変性剤
として特徴付けられる。好ましくは、本発明のレオロジー変性剤は、外的レオロジー変性
剤である。本発明の目的のための「外的」レオロジー変性剤は、液体マトリックスのレオ
ロジー変更をもたらすことを主要機能として有する材料である。したがって、一般的に外
的レオロジー変性剤は、その中で及びそれ自体で、顕著な布地清浄効果又は布地ケア効果
を全くもたらさない、又は顕著な成分可溶化効果を全くもたらさない。外的レオロジー変
性剤は、したがって、同様にマトリックスレオロジーを変更できるが、幾つかの追加の主
要目的のために液体製品に組み込まれた「内的」レオロジー変性剤とは明確に異なる。し
たがって、例えば、好適な内的レオロジー変性剤は、液体洗剤のレオロジー特性を変更す
る役割を果たすことができるが、主に清浄成分として機能するために製品に添加されたア
ニオン性界面活性剤である。
【００８５】
　本発明の組成物の外的レオロジー変性剤は、特定のレオロジー特性を有する組成物のた
めの水性液体マトリックスを提供するために使用される。これらの特性のうち主要なもの
は、マトリックスが「ずり減粘」でなければならないということである。ずり減粘流体は
、剪断力が流体に印加されると低下するある粘度を有するものである。したがって、液体
洗剤製品の静止時、即ち保存の間又は輸送の間に、組成物の液体マトリックスは、相対的
に高い粘度を有するべきである。しかし、容器から組成物を注ぐ又は絞り出すような行為
において、剪断力が組成物に印加されると、マトリックスの粘度は、流体製品の分配が容
易かつ直ちに達成されるほどまで低下するべきである。
【００８６】
　本明細書の組成物の静止時の粘度は、理想的には幾つかの目的を達成するのに十分なほ
ど高い。これらの目的の主なものは、静止時の組成物が、本明細書の発明の別の必須成分
である有色干渉顔料を適切に懸濁するために十分に粘稠であるべきであるということであ
る。相対的に高い静止時の粘度の第２の効果は、薄くて弱い水っぽいものではなく、濃く
て強い効果的な製品の外観を組成物に与える審美的なものである。
【００８７】
　最後に、液体マトリックスの必須のレオロジー特性は、組成物中に懸濁される審美剤の
可視度を不都合なほどに損なうことが無い、即ち懸濁され不明確化された審美剤が評価で
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提供されるべきである。
【００８８】
　水又は他の水性液体と組み合わされると減粘流体を形成する物質は、一般に当該技術分
野において既知である。そのような物質は、上記で記載されたレオロジー特性を有する水
性液体マトリックスを形成するために使用できるものであれば、本明細書の組成物におけ
る使用のために選択できる。
【００８９】
　本発明の組成物に特に有用である１種の構造剤は、その場でマトリックス中に結晶化さ
れると、液体マトリックスの全体にわたって糸状構造系を形成することができる非ポリマ
ー（従来のアルコキシル化を除く）、結晶性ヒドロキシ官能性材料を含む。かかる物質は
、一般に、結晶性ヒドロキシル含有脂肪酸、脂肪酸エステル又は脂肪ろうとして特徴付け
ることができる。そのような物質は、以下の式を有するものから一般に選択される：
　Ｉ）

【化１】

　（式中、

【化２】

　Ｒ２は、Ｒ１又はＨであり；Ｒ３は、Ｒ１又はＨであり；Ｒ４は、独立して、少なくと
も１つのヒドロキシル基を含むＣ１０～Ｃ２２アルキル又はアルケニルである）；
　ＩＩ）

【化３】

　（式中、
【化４】

　Ｒ４は、上記ｉ）で定義された通りであり；Ｍは、Ｎａ＋、Ｋ＋、Ｍｇ＋＋若しくはＡ
ｌ３＋、又はＨである）；及び
　ＩＩＩ）Ｚ－（ＣＨ（ＯＨ））ａ－Ｚ’
　（式中、ａは２～４であり、好ましくは２であり、Ｚ及びＺ’は疎水性基であり、特に
Ｃ６～Ｃ２０アルキル又はシクロアルキル、Ｃ６～Ｃ２４アルカリル又はアラルキル、Ｃ

６～Ｃ２０アリール又はこれらの混合物である）。任意に、Ｚはエーテル又はエステルと
同様に、１個以上の非極性酸素原子を含有することができる。
【００９０】
　式Ｉの種類の物質が好ましい。これらは、以下の式でより具体的に定義される：
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【化５】

　式中、
　（ｘ＋ａ）は１１～１７であり；
　（ｙ＋ｂ）は１１～１７であり；
　（ｚ＋ｃ）は１１～１７である。
【００９１】
　好ましくは、この式においてｘ＝ｙ＝ｚ＝１０及び／又はａ＝ｂ＝ｃ＝５である。
【００９２】
　具体的な、好適な結晶性、ヒドロキシル含有レオロジー変性剤の例としては、ヒマシ油
及びその誘導体が挙げられる。特に好ましいものは、硬化ヒマシ油及び水素添加ヒマシ蝋
などの硬化ヒマシ油誘導体である。市販のヒマシ油系、結晶性、ヒドロキシル含有レオロ
ジー変性剤としては、Ｒｈｅｏｘ，Ｉｎｃ．（現Ｅｌｅｍｅｎｔｉｓ）製のＴＨＩＸＣＩ
Ｎ（登録商標）が挙げられる。
【００９３】
　結晶性、ヒドロキシル含有レオロジー変性剤として使用に適切な別の市販の材料は、上
記の式ＩＩＩのものである。この種のレオロジー変性剤の例は、Ｒ，Ｒ及びＳ，Ｓの型の
１，４－ジ－Ｏ－ベンジル－Ｄ－トレイトール、並びに光学活性又は不活性な任意の混合
物である。
【００９４】
　上記のように説明された、これら結晶性、ヒドロキシル含有のレオロジー変性剤の全て
は、本明細書の組成物の水性液体マトリックスの中で、又はそのような水性液体マトリッ
クスを形成するために使用されるプレミックスの中で、その場で結晶化される場合、糸状
構造化系を形成することによって機能すると考えられる。そのような結晶化は、これらの
材料の水性混合物をレオロジー変性剤の融点より高い温度に加熱し、続いてその混合物を
室温まで液を撹拌下で維持しながら冷却することによって引き起こされる。
【００９５】
　特定の条件下では、結晶性、ヒドロキシル含有レオロジー変性剤は、冷却に際し、水性
液体マトリックス内に糸状構造化系を形成する。この糸状系は、繊維性又は絡まった糸状
の網状組織を含むことができる。「ロゼッタ」形態の非繊維性粒子も形成される可能性が
ある。この網状組織の粒子は、１．５：１～２００：１、より好ましくは１０：１～２０
０：１の縦横比を有することができる。そのような繊維及び非繊維性粒子は、１マイクロ
メートル～１００マイクロメートル、より好ましくは５マイクロメートル～１５マイクロ
メートルの範囲の小さい寸法を有することができる。
【００９６】
　これらの結晶性、ヒドロキシル含有材料は、ずり減粘レオロジーを有する本明細書の洗
剤組成物の形成に特に好適なレオロジー変性剤である。これらは、組成物が望ましくない
ほど不透明性になり、ビーズの可視度が制限されることがないほどの低い濃度で、この目
的に有効に使用できる。これらの物質及びこれらが形成する網状組織は、また、本明細書
の組成物を液－液又は固－液（当然ながらビーズ及び構造系粒子を除いて）相分離に対し
て安定化するのに役立つ。したがって、これらの使用は、配合者が、そうでなければ望ま
しくない相分離を最小限にするためにより高い濃度で使用しなければならなくなる可能性
がある、比較的高価な非水性溶媒又は相安定剤の使用を少なくすることを可能にする。こ
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れらの好ましい結晶質、ヒドロキシル含有レオロジー変性剤は、米国特許第６，０８０，
７０８号及び国際公開第０２／４０６２７号に詳細に記載されている。
【００９７】
　上記に記載した、非ポリマー、結晶性、ヒドロキシル基含有レオロジー変性剤以外の、
その他のタイプのレオロジー変性剤は、本明細書の液体洗剤組成物に利用できる。また、
水性液体マトリックスにずり減粘特性を提供する高分子物質が使用されてもよい。
【００９８】
　好適なポリマーレオロジー変性剤には、ポリアクリレート、多糖類又は多糖類誘導体の
タイプのものが挙げられる。レオロジー変性剤として典型的に用いられる多糖類誘導体に
は、ポリマーゴム材料が含まれる。そのようなゴムとしては、ペクチン、アルギネート、
アラビノガラクタン（アラビアゴム）、カラギーナン、ジェランガム、キサンタンガム及
びグアーガムが挙げられる。
【００９９】
　本明細書でポリマーレオロジー変性剤が使用される場合、このタイプの好適な材料はジ
ェランガムである。ジェランガムは、シュードモナス・エロディア（Pseudomonaselodea
）ＡＴＣＣ　３１４６１の発酵によって調製されるヘテロ多糖である。ジェランガムは、
ＣＰ　Ｋｅｌｃｏ　Ｕ．Ｓ．，Ｉｎｃ．によってＫＥＬＣＯＧＥＬの商標名で市販されて
いる。ジェランガムを調製する方法は、米国特許第４，３２６，０５２号、同第４，３２
６，０５３号、同第４，３７７，６３６号及び同第４，３８５，１２３号に記載されてい
る。
【０１００】
　更に別の、好ましいレオロジー変性剤は、溶媒とポリカルボキシレートポリマーの組み
合わせである。より具体的には、溶媒は、好ましくはアルキレングリコールである。更に
好ましくは、溶媒はジプロピグリコールである。好ましくは、ポリカルボキシレートポリ
マーは、ポリアクリレート、ポリメタクリレート又はこれらの混合物である。溶媒は好ま
しくは、組成物の、０．５％～１５％の濃度で存在し、より好ましくは２％～９％である
。ポリカルボキシレートポリマーは、好ましくは、組成物の、０．１％～１０％の濃度で
存在し、より好ましくは２％～５％である。溶媒成分は、好ましくはジプロピレングリコ
ール（dipropykeneglycol）と１、２－プロパンジオールとの混合物を含む。ジプロピレ
ングリコールと１，２－プロパンジオールとの比は、好ましくは３：１～１：３であり、
より好ましくは１：１である。ポリアクリレートは、好ましくは不飽和モノ－又はジ－炭
酸と、（メタ）アクリル酸の１～３０Ｃアルキルエステルとのコポリマーである。別の好
ましい実施形態においては、レオロジー変性剤は、不飽和モノ－又はジ－炭酸のポリアク
リレート及び（メタ）アクリル酸の１～３０Ｃアルキルエステルである。こうしたコポリ
マーは、Ｎｏｖｅｏｎ　Ｉｎｃから商品名Ｃａｒｂｏｐｏｌ　Ａｑｕａ　３０として入手
可能である。
【０１０１】
　本明細書の水性液体洗剤組成物には、その他のレオロジー変性剤材料が選択されたレオ
ロジー特性を有する組成物を製造するという条件で、当然のことながら上記に具体的に記
載した材料以外のその他いかなるレオロジー変性剤も使用できる。得られる組成物の液体
マトリックスが上記の特定の注入粘度（pour viscosity）、一定の応力粘度（stress vis
cosity）及び粘度比値を有する限りで、様々なレオロジー変性剤の組み合わせ及び変性剤
のタイプもまた利用できる。
【０１０２】
　光学的光沢剤
　本発明の組成物はまた、洗濯助剤として、蛍光増白剤（ＦＷＡ）としても知られている
１種以上の光学的光沢剤を含んでもよい。これら光学的光沢剤は、スペクトルの紫外線領
域の光を吸収し、それを可視青色範囲で再放出する。光学的光沢剤は、布地又は綿の衣類
等の洗濯される衣類上に沈着し、そこで蛍光を発する。これは、経時的に又は繰り返し洗
浄するにつれて、白色布地上で生じる白色度の低下及び／又は黄ばみを補正するのを助け
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る。蛍光染料のように、本明細書における光学的光沢剤は、上記で定義された必須及び非
蛍光染料の定義の範囲外である。
【０１０３】
　好ましい光学的光沢剤の性質は、アニオン性である。好適な光学的光沢剤としては、特
定のスチルベン誘導体、より具体的には、ジアミノスチルベンジスルホン酸及びその塩類
が挙げられる。４，４’－ビス（２－アニリノ－４－モルホリノ－１，３，５－トリアジ
ニル－６－アミノ）スチルベン－２，２’－ジスルホン酸の塩、及び４，４’－ビス（２
－スルホスチリル）ビフェニル型のようなモルホリノ基が別の窒素含有部分に置き換えら
れた関連化合物が好ましい。光沢剤の混合物を用いてもよい。光学的光沢剤の更なる例と
しては、二ナトリウム４，４’－ビス－（２－ジエタノールアミノ－４－アニリノ－ｓ－
トリアジン－６－イルアミノ）スチルベン－２：２’ジスルホネート、二ナトリウム４，
－４’－ビス－（２－モルホリノ－４－アニリノ－ｓ－トリアジン－６－イルアミノ）ス
チルベン－２：２’ジスルホネート、二ナトリウム４，４’－ビス－（２，４－ジアニリ
ノ－ｓ－トリアジン－６－イルアミノ）スチルベン－２：２’－ジスルホネート、一ナト
リウム４’，４”－ビス－（２，４－ジアニリノ－ｓ－トリアジン－６－イルアミノ）ス
チルベン－２－スルホネート、二ナトリウム４，４’－ビス－（４－フェニル－２，１，
３－トリアゾール－２－イル）－スチルベン－２，２’ジスルホネート、二ナトリウム４
，４’－ビス－（２－アニリノ－４－（１メチル－２－ヒドロキシメチルアミノ）－ｓ－
トリアジン－６－イルアミノ）スチルベン－２，２’ジスルホネート、ナトリウム２（ス
チルビル－４”－（ナフタ－１’，２’：４，５）－１，２，３－トリアゾール－２”－
スルホネート及び４，４’－ビス（２－スルホスチリル）ビフェニルが挙げられる。光沢
剤は、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙにより商品名Ｔｉｎｏｐａｌ（商標）として販売されており
、欧州特許出願第Ａ－７５３－５６７号及び米国特許第５，１７４，９２７号に詳細に記
載されている。光学的光沢剤の商業的供給源としては、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ及びＢａｙｅｒが挙げられる。光学的光沢剤は、典型的には、約０．
００１重量％～約１重量％、より典型的には、約０．０５重量％～約０．５重量％の範囲
の濃度で、本明細書における洗濯洗剤組成物に組み込まれる。
【０１０４】
　布地ケア有益剤
　本発明の別の実施形態では、組成物は、洗濯助剤として布地ケア有益剤を含む。本明細
書で使用するとき、「布地ケア有益剤」は、その材料が適切な量で衣類／布地の上にある
ときに、布地ケアに効果を与えるあらゆる材料を指し、例えば、布地柔軟化、着色保護、
毛玉／毛羽削減、磨耗防止、皺防止、などの効果を衣類及び布地、特に綿及び綿が多い衣
類並びに布地に対して与える。布地ケア有益剤の非限定的な例としては、カチオン性界面
活性剤、シリコーン、ポリオレフィンワックス、ラテックス、油性糖誘導体、カチオン性
多糖類、ポリウレタン、脂肪酸、及びこれらの混合物が挙げられる。布地ケア有益剤は、
組成物中に存在する場合、ある実施形態において、好適には、組成物の最高３０重量％、
より一般的には１重量％～２０重量％、好ましくは２重量％～１０重量％の濃度である。
本発明の目的のため、シリコーン誘導体は、布地ケア効果を与えることができ、エマルシ
ョン、ラテックス、分散物、懸濁剤等として液体処理組成物中に組み込むことができる、
あらゆるシリコーン材料である。洗濯製品には、これらは好適な界面活性剤と共に組み入
れるのが最も一般的である。
【０１０５】
　別の好適な布地ケア有益剤は脂肪酸である。布地に付着するとき、脂肪酸又はその石鹸
は、洗濯布地に布地ケア（柔軟性、形状保持）を提供するであろう。有用な脂肪酸（又は
石鹸＝脂肪酸のナトリウム、カリウム、アンモニウム、及びアルキルアンモニウム塩のよ
うなアルカリ金属石鹸）は、約８～約２４個の炭素原子、より好ましくは約１２～約１８
個の炭素原子を含有する高級脂肪酸である。脂肪酸は天然物又は合成物由来であることが
でき、直鎖又は分枝鎖を有する飽和物及び不飽和物の両方であってよい。
【０１０６】
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　沈着助剤
　本明細書で使用するとき、「沈着助剤」は、洗濯中に布地ケア有益剤の布地への沈着を
顕著に高める、あらゆるカチオン性ポリマー又はカチオン性ポリマーの組み合わせを指す
。有効な沈着助剤は、好ましくはファンデルワールス力のような物理的力又は水素結合及
び／又はイオン結合のような非共有性の化学結合によって、非水溶性の布地ケア有益剤と
強力に結合する能力を有する。それは、好ましくは、天然の布地繊維、特に綿繊維に対し
て非常に強い親和力を有する。好ましくは、沈着助剤はカチオン性又は両性ポリマーであ
る。本発明の両性ポリマーは、やはりカチオン性の正味電荷を有し、即ち、これらのポリ
マー上にあるカチオン性電荷の合計が、アニオン性電荷の合計を上回る。ポリマーのカチ
オン性電荷密度は、約０．０５ミリ当量／ｇ～約６ミリ当量／ｇの範囲にある。電荷密度
は、反復単位当りの正味電荷数を反復単位の分子量で除算して計算される。一実施形態に
おいて、電荷密度は０．１ミリ当量／ｇ～３ミリ当量／ｇの間で変化する。正電荷は、ポ
リマーの主鎖又はポリマーの側鎖上に存在することができる。沈着助剤の非限定的な例は
、カチオン性多糖類、キトサン及びその誘導体、並びにカチオン性合成ポリマーである。
より具体的には、好ましい沈着助剤は、カチオン性ヒドロキシエチルセルロース、カチオ
ンデンプン、カチオン性グアー誘導体及びこれらの混合物からなる群から選択される。
【０１０７】
　ビルダー
　本発明の組成物は、任意でビルダーを含んでもよい。好適なビルダーを以下に記載する
。好適なポリカルボキシレートビルダーとしては、環状化合物、特に米国特許第３，９２
３，６７９号、同第３，８３５，１６３号、同第４，１２０，８７４号及び同第４，１０
２，９０３号に記載されるもののような脂環式化合物が挙げられる。他の有用な洗浄性ビ
ルダーとしては、エーテルヒドロキシポリカルボキシレート、無水マレイン酸のエチレン
又はビニルメチルエーテルとのコポリマー、１，３，５－トリヒドロキシベンゼン－２，
４，６－トリスルホン酸、及びカルボキシメチルオキシコハク酸、エチレンジアミン四酢
酸及びニトリロ三酢酸のようなポリ酢酸の各種アルカリ金属塩、アンモニウム塩及び置換
型アンモニウム塩、並びにメリト酸、コハク酸、オキシジコハク酸、ポリマレイン酸、ベ
ンゼン－１，３，５－トリカルボン酸、カルボキシメチルオキシコハク酸、及びこれらの
可溶性塩のようなポリカルボキシレートが挙げられる。
【０１０８】
　シトレートビルダー、例えば、クエン酸及びその可溶性の塩（特に、ナトリウム塩）は
、その再生可能な資源からの可用性及びその生分解性のために、強力液体洗剤製剤にとっ
て特に重要なポリカルボキシレートビルダーである。オキシジスクシネートはまた、かか
る組成物及び組み合わせにおいて特に有用である。
【０１０９】
　その他の助剤
　その他の好適な洗濯助剤材料の例としては、トリメトキシ安息香酸又はこれらの塩（Ｔ
ＭＢＡ）のようなアルコキシル化安息香酸又はこれらの塩；酵素安定化系；アミノカルボ
キシレート、アミノホスホネート、窒素非含有ホスホネート、及びリン及びカルボン酸塩
非含有キレート剤を含むキレート剤；ゼオライトのような無機ビルダーを含む無機ビルダ
ー及びポリアクリレート、アクリレート／マレエートコポリマーなどのような水溶性有機
ビルダー、及びアニオン染料固着剤、アニオン性界面活性剤の錯化剤、及びこれらの混合
剤を含むスカベンジング剤；過酸化水素及びカタラーゼを含む発泡性系；汚れ放出ポリマ
ー；分散剤；泡抑制剤；染料；着色剤；硫酸ナトリウムのような増量剤塩；トルエンスル
ホネート、キュメンスルホネート、及びナフタレンスルホネートのようなヒドロトロープ
；光活性化剤；加水分解性界面活性剤；防腐剤；酸化防止剤；収縮防止剤；防皺剤；殺菌
剤；殺真菌剤；色スペックル；着色ビーズ、球状物又は押出し品；日焼け止め剤；フッ素
化化合物；粘土；発光剤又は化学発光剤；耐腐食及び／又は器具保護剤；アルカリ性供給
源又は他のｐＨ調節剤；可溶化剤；加工助剤；顔料；フリーラジカルスカベンジャー、及
びこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。好適な物質としては、米国特
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許第５，７０５，４６４号、同第５，７１０，１１５号、同第５，６９８，５０４号、同
第５，６９５，６７９号、同第５，６８６，０１４号及び同第５，６４６，１０１号に記
載されているようなものが挙げられる。上記成分の混合物は、どのような割合でも製造で
きる。
【０１１０】
　組成物の包装形状
　本明細書における組成物は、当業者に既知である、種々の好適な洗剤包装容器に包装す
ることができる。液体組成物は、好ましくは、透明な又は半透明な容器、より好ましくは
透明な容器に包装される。
【０１１１】
　本明細書で使用するとき、「透明」という用語は、良好な明澄性を示し、それにより光
を通す特性を有する容器を指す。したがって、透明な容器を通して、はっきりと透かして
見ることができる。本明細書で使用するとき、「半透明」という用語は、光の一部のみを
通過させる（拡散的に）容器を指す。本発明の組成物はまた、カプセル化及び／又は単位
化用量として包装される。水溶性フィルムの中に液体組成物を包装した単位化用量製品で
使用される組成物は、非水性と記述されることが多い。
【０１１２】
　カプセル化組成物
　本発明の組成物は、水溶性フィルムの中にカプセル化されてよい。水溶性フィルムは、
ポリビニルアルコール又はその他の好適な変形物、カルボキシメチルセルロース、セルロ
ース誘導体、デンプン、加工デンプン、ショ糖、ＰＥＧ、ワックス、又はこれらの組み合
わせから製造されてよい。
【０１１３】
　別の実施形態では、水溶性物は、例えば、ビニルアルコールのコポリマー及びカルボン
酸のような他の助剤を含んでもよい。米国特許第７，０２２，６５６　Ｂ２号は、かかる
フィルム組成物及びその利点について記載している。これらのコポリマーの一効果は、洗
剤との良好な適合性の結果による袋包装（パウチ化）洗剤の貯蔵寿命の改善である。かか
るフィルムの別の利点は、冷水（１０℃未満）へのその溶解性がより優れていることであ
る。フィルム材料中にあるそのコポリマーの濃度は、フィルム中、少なくとも６０重量％
である。ポリマーは、任意の重量平均分子量を有することができ、好ましくは、１０００
ダルトン～１，０００，０００ダルトン、より好ましくは１０，０００ダルトン～３００
，０００ダルトン、更により好ましくは１５，０００ダルトン～２００，０００ダルトン
、最も好ましくは２０，０００ダルトン～１５０，０００ダルトンである。好ましくは、
フィルム内に存在するコポリマーは、材料の溶解を改善させるために６０％～９８％、よ
り好ましくは８０％～９５％が加水分解されている。極めて好ましい実施例では、コポリ
マーは、０．１モル％～３０モル％、好ましくは１モル％～６モル％の前記カルボン酸を
含む。
【０１１４】
　パウチ又は水溶性フィルム自体が、洗浄水に供給されるべき洗剤添加物、例えば、有機
ポリマー性の汚れ放出剤、分散剤、移染防止剤などを含むことが有用であり得る。所望に
より、パウチのフィルム表面に微細粉末を散布して、摩擦係数を減少させてもよい。アル
ミノケイ酸ナトリウム、シリカ、タルク及びアミロースは、好適な微細粉末の例である。
【０１１５】
　本発明のカプセル化パウチは、あらゆる従来の技法を使用して製造できる。より好適に
は、パウチは水平形態充填のサーモフォーミング技法を使用して製造される。
【０１１６】
　組成物の調製
　本明細書の組成物は、一般的に、成分を共に混合し有色干渉顔料を添加することにより
調製できる。しかしレオロジー変性剤を使用する場合、最終的に組成物に含まれるために
使用される水の一部の中にレオロジー変性剤が分散されているるプレミックスを最初に形
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成することが好適である。このプレミックスは、構造化された液体を含むように形成され
る。
【０１１７】
　次に、この構造化したプレミックスを、プレミックスを攪拌しながら添加することがで
き、水及びあらゆる任意の洗剤組成物助剤と共に、界面活性剤及び必須の洗剤助剤材料を
使用できる。プレミックスへのこれらの物質の都合のよいいかなる添加順序、又は更に言
えば、これらの組成物成分の同時添加も、実施することができる。構造化されたプレミッ
クスと残りの組成物成分から得られる組み合わせが、水性液体マトリックスを形成し、有
色干渉顔料がそれに添加される。
【０１１８】
　結晶性ヒドロキシル含有構造剤が利用される特に好ましい実施形態において、構造剤を
活性化するために以下の工程が使用できる：
　１）プレミックスは、好ましくはプレミックスの約０．１重量％～約５重量％の量の結
晶性ヒドロキシル安定剤と、プレミックスの少なくとも２０重量％を構成する水と、組成
物に使用される１つ以上の界面活性剤と、所望により洗剤組成物に含まれるあらゆる塩類
と、を組み合わせることにより形成される。
　２）工程１）で形成されるプレミックスが、結晶性ヒドロキシル含有構造剤の融点を超
えて加熱される。
　３）工程２）で形成される加熱されたプレミックスが、混合物を攪拌しながら、糸状構
造系がこの混合物内に形成されるように周囲温度に冷却される。
　４）洗剤組成物成分の残部が残量の水と共に任意の順番で別個に混合され、それにより
別個の混合物が形成される。
　５）工程３）の構造化されたプレミックス及び工程４）の別個の混合物が、次に攪拌下
で合わされて、構造化された水性液体マトリックスを形成し、それに目で識別されるビー
ズが組み込まれる。
【０１１９】
　以下の実施例は、本発明を更に説明する。
【実施例】
【０１２０】
　（実施例１）：
　以下の液体洗剤組成物は、列挙される比率で列挙される成分を混合することにより作製
される（特に定めのない限り重量％）。
【０１２１】
　組成物Ａ～Ｈは、液体洗濯洗剤組成物を表す。組成物Ｉ～Ｐは、液体手洗い洗剤組成物
を表す。
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【表２】

　（１）Ｍｉｌｌｉｋｅｎから入手可能
　（２）ＢＡＳＦから入手可能
　（３）硬化ヒマシ油は、Ｅｌｅｍｅｎｔｉｓから入手可能なＴｈｉｘｃｉｎ（登録商標
）である。
　（４）ＦＷＡは、Ｃｉｂａから入手可能な蛍光増白剤Ｔｉｎｏｐａｌ　ＣＢＳである。
　（５）ポリアクリレート増粘剤は、Ｎｏｖｅｏｎから入手可能なＣａｒｂｏｐｏｌ　Ａ
ｑｕａ　３０である。
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【表３】

　（６）エトキシル化アルキル硫酸ナトリウム塩ＥＯ　０．５～１
　（７）細菌セルロース、カルボキシメチルセルロース、及びキサンタンガムを含む細菌
セルロースミックス
　（８）硬化ヒマシ油構造剤
【０１２２】
　（実施例２）：
以下の表は、染料系を含む組成物と、実施例１の組成物Ａ～Ｃに対して得られた溶液（水
溶液）中の有色干渉顔料の吸収帯における波長を示す。表はまた、得られた色の知覚も示
す（バイアスは、実施例４の図を参照することにより理解される）。
【表４】

【０１２３】
　（実施例３）：
　染料系を含む液体洗剤組成物の色決定方法
　染料系を含む液体洗剤組成物の色決定は、液体洗剤組成物の吸収の測定により決定され
る。
【０１２４】
　有色干渉顔料の色決定は、水中に分散した（０．０２％～０．３％）顔料の吸収の測定
により決定される。
【０１２５】
　測定は、ＵＶＩＫＯＮ　ＵＶ－Ｖｉｓ分光計を用いて行われる。次いで、吸収を波長に
対してプロットする。
【０１２６】
　ＵＶＩＫＯＮ　ＵＶ－Ｖｉｓ分光計の原理：
　平行光線を、段付モーター駆動に実装された反射回折格子上に照射する。格子から反射
される光線は、特定の波長を有し、液体サンプルを含む透明なセルを通して、鏡を介して
照射される。次いで、セルを通過するビームを、光の強度が光線の強度に比例して電気信
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号に変換される光ダイオードに照射する。サンプルにぶつかる入射光線（Ｉ０）と透過光
（Ｉ）との間の差が、吸収光（Ｉ０－Ｉ）であり、サンプル中に存在する所定の化学化合
物の濃度に比例する。回折格子を移動させることにより、他の波長を選択することができ
る。
【０１２７】
　測定は、固定波長（＝回折部）で行ってもよく、波長範囲を通じてスキャンしてもよい
。固定部測定を用いて、サンプル中の試料の存在及び／又は濃度が決定される。スキャン
を用いて、フィンガープリンティング、化学結合、発色団の検出に用いられるサンプルの
スペクトルが得られる。
【０１２８】
　単位：
　透過率Ｔ：サンプルを通過する光の割合（％）
　吸収Ａ：サンプルにより吸収される光の割合（１－Ｔ）
　減光又は吸光度、Ｅ：透過率の対数に負号をつけたもの（－ｌｏｇ　Ｔ）
　本明細書に開示される寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳しく制限されるものと
して理解されるべきでない。それよりむしろ、特に指定されない限り、各こうした寸法は
、列挙された値とその値周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味することを意図する。例
えば、「４０ｍｍ」として開示された寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する
。

【図１】
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